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目的：舌神経は下顎骨内面を沿うように走行するた
め，下顎骨舌側領域での歯科治療において損傷のリ
スクが高いとの報告がある。舌神経は診査，診断の
段階においてエックス線，MRI，超音波による画像
検査を用いても解剖学的な走行形態の把握が困難で
ある。この舌神経の走行については報告も少なく，
不明な点が多い。そこで，本研究では，舌神経の走
行について形態学的観察を行い，歯牙間に基準点を
設定し，それぞれの基準点における咬合平面から舌
神経上縁までの距離を測定した。
方法：試料は，東京歯科大学解剖学講座所蔵の実習
用遺体５体９側を用いた。舌神経を位置的関係が変
化しないように周囲組織より注意深く剖出し，内側
から舌神経の走行を肉眼的に観察した。次に咬合平
面と基準平面（測定歯における両側同名歯の遠心接
触点を結んだ直線を含む咬合平面と垂直な平面）を
設定し，基準平面の上で咬合平面から舌神経上縁ま
での垂直的な距離を計測した。測定箇所は，下顎第
２小臼歯，下顎第１大臼歯，下顎第２大臼歯，下顎

第３大臼歯の遠心隣接点４ヶ所とし，それぞれ計測
部位⑴～⑷とした。
結果：舌神経は内側翼突筋外面に沿って下走し，顎
舌骨筋線の後端の付近で方向を変え，最後臼歯の舌
側の舌下粘膜の直下を走行していた。また，咬合平
面から舌神経上縁までの距離は，平均で⑴２７．１
mm，⑵２５．２mm，⑶１７．９mm，⑷９．３mm であった。
測定したデータは Fisher’s テストによって有意差
を検定した。
考察：全体として咬合平面から舌神経上縁との垂直
的距離関係は，小臼歯部から大臼歯部遠心方向にい
くに従い，短くなる傾向がみられた。このことか
ら，舌神経損傷のリスクは遠心部にいくに従い，増
していくと考えられた。第三大臼歯部において，舌
神経上縁までの距離が０mm という症例も認められ
た。大臼歯部では歯頚部に近い部位に舌神経が接近
しているため，舌側方向への縦切開は小臼歯部では
１０mm まで，また大臼歯部での縦切開は非常に危険
であることが今回の研究で明らかとなった。

目的：炭酸ガスレーザーは組織の切開，蒸散を目的
とした HLLT（高反応レベルレーザー療法）とし
て，また，細胞，組織の活性化を目的とした LLLT

（低反応レベルレーザー療法）として，色素沈着症
や象牙質知覚過敏症など臨床的に広く応用されてい
る。しかしながら，レーザーの生体反応のメカニズ
ムについては不明な点も多い。今回，我々は炭酸ガ
スレーザー照射によるラットの歯髄組織の反応につ
いて分子生物学的に明らかにすることを目的とし
た。
方法：５週例 Sprague-Dawley ラットを用い，全身
麻酔下に上顎第一臼歯咬合面に炭酸ガスレーザー

（Panalas CO５ Σ；パナソニックデンタル㈱）を照
射した。レーザーの照射条件は，波長１０．６μm，出力
２W，SP モード，８．８秒照射，１A チップで接触照
射とした。総エネルギー量は４J，エネルギー密度は
２０３．８４J/cm２と算定された。レーザー照射直後，５
日後に抜歯し，歯髄組織を摘出し，Total RNA を抽
出後，TaqManGene Expression Assey および real
time PCR７５００ Fast System を用いて，Heat Shock

Protein-７０（HSP-７０）mRNA，Dentin Sialoprotein
（DSP）mRNA および Bone Sialoprotein（BSP）
mRNA の発現について RT-PCR を行った。（東京
歯科大学実験動物委員会承認＃２５３２０２）
結果および考察：RT-PCR の結果では，HSP-７０
mRNA および BSP mRNA の発現は照射直後に発
現の上昇がみられ，照射５日後にはコントロールと
ほぼ同様の発現か減少傾向がみられた。DSP
mRNA の発現は照射直後と照射５日後でも高い発
現がみられた。我々のこれまでの研究では今回の
レーザー照射条件では，ラット第一臼歯咬合面歯質
を介した歯髄腔側での温度上昇は平均２２．５℃であ
り，歯髄へのレーザーによる熱の影響が考えられ
た。今回，生体の防御に関わる HSP-７０ mRNA が
照射直後に発現が増加したことは，レーザーの熱に
よる歯髄組織への侵襲的な作用と考えられたが，同
時に，歯髄組織の硬組織形成能の指標である
BSP，DSP mRNA の発現も増加したことから，歯
髄細胞の活性化に作用した可能性が示唆された。
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